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尼崎サッカー協会 会長挨拶
　ヤンマーサッカー部OB会の皆様ごぶ
さたいたしております。早いもので2
年以上前になりますか、ヤンマー尼崎
工場のグランドの人工芝完成記念式に
は尼崎シニアチームを招待していただ
きましてありがとうございました。尼
崎サッカー協会では少年からシニア迄

6部門の委員会を持って年間を通してサッカーのお世話
を行っております。それでもサッカー協会で専用グラ
ンドを持っているわけではありませんし、お世話をす
る役員も全員ボランティアです。ボランティアだから
と云って手をぬいた運営は出来ません。ヤンマーサッ
カー部OB会の皆様は上は（財）日本サッカー協会の役
員から全国各地区のチームの指導者として多くの人が
日本のサッカーを支える為に活躍をされております。
小生のように市内の中学校のサッカー部に入部以来ず
っと尼崎のサッカーに関係してまいりました。これか
らも体の続く限りは尼崎のサッカーの発展の為にがん
ばってまいりますので、今後ともヤンマーサッカー部
OB会の皆様の応援をよろしくお願い申し上げます。

「
帰
っ
て
き
ま
し
た
」

「ねんりんピック鹿児島2008」開催

　平成20年10月25日～28日鹿児島県で「第21回全国健
康福祉祭」通称「ねんりんピック」が開催されます。
 「ねんりんピック」とは60歳以上の高齢者を中心とし
た健康と福祉の祭典です。サッカー・ゲートボール・ゴ
ルフ等の25種目のスポーツと文化の交流大会が行なわ
れます。東シナ海に面した南さつま市の県立吹上海浜
公園を中心にサッカー大会が開催されます。大阪府代
表としてヤンマーサッカー部OBで渡辺孫之助氏、釜
本邦茂氏、松尾輝夫氏、笠井孝司氏と私、今村博治
が参加します。現在、毎週水曜日19：30から約2時間
ヤンマー尼崎グランドで練習、毎週日曜日には各地で
交流試合を行ない優勝めざして頑張っています。来年
は北海道札幌市で開催予定です。各地域から出場され
る機会がありましたら現地でOB会をやりたいものです。

ＯＢ会前会長　今村　博治
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尼崎サッカー協会　会長　師田　二郎



平成19年度事業報告 平成20年度事業計画

① 平成18年度ＯＢ会総会
     平成19年6月 9日（土）17：30～於：ヤンマー宝塚蜻蛉荘
     第1号議案～第3号議案、満場一致で可決
② ヤンマー尼崎サッカーグランド人工芝張替え完了
     平成19年7月 7日（土）記念式典オープニングゲーム開催
     尼崎シニア、ボニートと対戦
③ ヤンマーサッカーＯＢ会 会報（第2号）発刊
     平成19年9月
④ セレッソ大阪 応援横断幕作成
     VS モンテディオ山形にてお披露目
⑤ 試合観戦（12名参加）
     平成19年10月24日（水）　於：長居スタジアム
     セレッソ大阪　VS　モンテディオ山形（2-0)
⑥ 尼崎マスターズサッカー大会参加
     平成19年11月11日（日）　於：尼崎陸上競技場
     ヤンマーサッカーＯＢ会チーム優勝（4チーム参加）
⑦ ゴルフコンペの開催
     第17回 平成19年10月16日
         優勝　別所　充氏　於：花屋敷ゴルフ倶楽部吉川コース
     第18回 平成20年 4月15日
         優勝　別所　充氏　於：花屋敷ゴルフ倶楽部吉川コース
⑧ ヤンマーＯＢ会記念スポーツタオル作成 150枚
⑨  理事会の開催（6回開催）
     平成19年7月 5日、7月27日、9月 6日、10月18日
     平成20年4月17日、5月30日

① 平成19年度ＯＢ会総会（平成20年6月7日　尼崎河童亭）
② 尼崎市マスターズサッカー大会参加（平成20年11月）
③ ＯＢ会ゴルフコンペ開催（平成20年10月21日・平成21年4月21日）
④ 懇親会　家族同伴でJリーグ観戦（平成20年秋）
⑤ 理事会の開催　6回以上/年
⑥ 会報の発刊　第3号（秋予定）
⑦ ヤンマーＯＢ会のホームページの積極的活用
⑧ その他

（自 平成19年5月21日 ～ 至 平成20年5月20日） （自 平成20年5月1日 ～ 至 平成21年4月30日） 

チェアマン・二期目の仕事

　本年7月15日のJリーグ理事会で、私はJリーグチェアマンを続投（二期目）することになりま
した。Jリーグは創設16年目です。この間多くの成果を積み重ねましたが、一方将来に向けての
不安材料もあります。ついては、今回は二期目の私の考えや仕事の一旦をお伝えします。
　前回の会報でご紹介しましたように、現在「個性を生かしたJリーグ」に取り組んでいますが、
同時に「イレブンミリオン」の達成を目指しています。「イレブンミリオン」とは、2010年を
目標に1100万人（2007実績は888万人、2008目標は950万人）の人々に、全Jクラブのスタジアム
に足を運んでもらいたい、という企画です。Jリーグはこれを「熱狂のスタジアム」づくりと言

います。愛するクラブの勝利を願って必死に応援する地域の人々でスタジアムが一杯になる。TV会社はこの「熱
狂のスタジアム」が好きで、また次も、、、となる。地域のスポンサーも愛するJクラブが頑張っている姿にスポ
ンサー料の増額を検討する。つまり入場料　放送権料　スポンサー料が増える計算となる。従いJクラブの経営は
拡充され、選手強化や地域の人々がスポーツに親しめる環境づくりに投資できる。そしてJクラブは年々身の丈が
大きくなる。所謂、多くの人々による「熱狂のスタジアム」づくりはJクラブ経営の根幹なのです。この「イレブ
ンミリオン」は中期の目標ですが、将来に向けてのマイルストーンでもあります。達成しなければならない大き
な仕事です。
　また、今、基礎を打っておきたい仕事があります。先ず、育成組織（アカデミー）の強化です。子供達に多く
の国際経験を積ませること、特に育成指導者の養成が急務です。次にGM（ジェネラルマネージャー）づくりです。
世界のサッカー界はさらに複雑化し多様化しています。広報　運営　事業　財務　チーム強化の総てを統括でき
る人材が要求される時代です。Jリーグは本年本格的なGM講座を開設しましたので、3～5年先が楽しみです。
　最後に、「夢」の一つですが、複合機能　多機能を有した「スタジアム」づくりです。ホテル　レストラン　プール
全コンコースでのケータリングサービス　地下駐車場　その他商業施設が併設され、常に人で潤うスタジアム。
こんなスタジアムで、俺が町のJクラブが誇りを賭けて地域の人々と共に闘う姿を想像するのは楽しいことです。
しかしヨーロッパでは既に実現しているのです。日本では10年かかるだろうか？実現に向けて取り組むことにし
ました。以上のようなことを考え実行したいと思っています。ご声援下さい。

（社）日本プロサッカーリーグ　チェアマン　鬼武　健二

平成１９年度ＯＢ会総会時 懇親ゲーム・懇親会

（ヤンマー尼崎サッカーグラウンド）

（尼崎河童亭）



 そもそもＹＳＧとはヤンマーサッカーＯＢゴルフコンペの略でＹＳＯＢＧＣとなるのですが、長くＯＢはおじんくさく、
コンペと付けるほどの大会でもないのでＯＢＣを省きＹＳＧとなりました。
＊ 場所は第5回大会より花屋敷吉川コースに固定しました（三好氏、出原氏メンバー）
＊ 開催時期は第17回大会より春は4月、秋は10月の第3火曜日としました。
 第1回から第4回までは不定期でしたが、定期的に開催するようにとの声に乗せられ（石黒会長、三好副会長の時）年2回の開催と決め
実施し、友好を暖めています。今回は歴代優勝者をご紹介致します（２,３,４回が記録に有りません、ご存知の方教えて下さい）

第１１回
第１２回
第１３回
第１４回
第１５回
第１６回
第１７回
第１８回
第１９回

松尾　輝夫氏（Ｓ４２）
川端　泰男氏（Ｓ２６）
井上　洋介氏（Ｓ３６）
岡崎　恵　氏（Ｓ３６）
三好和久太氏（Ｓ３２）
石黒　清行氏（Ｓ３５）
別所　充　氏（Ｓ４４）
別所　充　氏（　〃　）
村上　隆　氏（Ｓ３７）

第 １ 回
第 ２ 回
第 ３ 回
第 ４ 回
第 ５ 回
第 ６ 回
第 ７ 回
第 ８ 回
第 ９ 回
第１０回

井上　洋介氏（Ｓ３６）
　？
　？
　？
鬼武　健二氏（Ｓ３７）
三好和久太氏（Ｓ３２）
菊池　秀男氏（Ｓ３５）
村上　靖夫氏（Ｓ３０）
中川　雄二氏（Ｓ３７）
中川　雄二氏（　〃　）

第20回大会（平成21年4月21日）をカップ（北野氏寄贈）取りきり大会を予定しています。
奮ってご参加頂きＹＳＧを盛りあげて頂きたいと思います。

私たちシニアサッカーチーム「リサイクルズ」を紹介させて戴きます。
　チームは（株）神崎高級工機製作所のサッカー愛好者とヤンマーサッカーＯＢ達が一緒になって結成されもう一度若い時の
ように気持ちもサッカーも蘇らせて、いつまでも楽しもうと「リサイクルズ」と命名され、現在４１名のメンバーで活動して
います。練習無しで、試合での怪我は罰則という不文律の基、お互いの親睦・健康増進そして全員がゲームを楽しみ、試合後
のアルコミュニケーションが目的といいますか！理念としています。活動は尼崎シニアリーグ、尼崎市民スポーツ祭が公式試
合でその他親善試合や、毎年夏には家族連れＯＫの一泊強化合宿（何の強化？）、最近ではフットサルや年寄りの為のゴルフ
コンペも実施しています。
　このような内容で３０年近くもシニアチームとして活動していることに、尼崎サッカー協会から厚い信頼を得ると共に、他
のシニアチームの目標となっているようです。これからも１０年、２０年と理念・目的を忘れず継続していきたいと思ってい
ますので、ＯＢの方でサッカーで健康を、アルコでコミュニケーションを、とにかく参加で親睦を、と思われる方は遠慮なく
ご連絡下さい。お待ちしています。

ヤンマーサッカーＯＢ会　在籍者
　大石正明（元会長）、石黒清行（元会長）、菊池秀男、井上洋介、今利泰三、
　小川　豊、今村博治（前会長）、松岡登志雄、別所　充、小野寺正芳、
　矢野正人（現会長）、吉田保造、曽根政芳、岡崎有三、下村利男、杉浦　弘、
　上辻正夫、東　賢治
  連絡先：曽根　政芳　090-7759-8268／別所　充　090-1076-9835

園田 敏明 殿（64歳：6月5日（木）6:25　ご逝去）
  　　　　　　　　　6月6日（金）ゆうあいホール北神戸にて葬儀が執り行われました。
阿部 武信 殿（64歳：7月15日（火）19:36　ご逝去）
  　　　　　　　　　7月19日（土）杉並教会にて葬儀が執り行われました。

本年下記のご両名が亡くなられました。

ご両名のご冥福をお祈り申し上げます。

　去る六月二日　日本サッカー協会の最高顧問「長沼 健」が他界した。共に辛うじて原爆の直撃を
逃れ、バラックの仮校舎で机を並べて学び、終戦直後の荒廃したグランドで変形したボールを繕な
い乍ら練習に汗を流したことが走馬燈のように蘇る。その長沼 健とは共に昭和二十二年十二月　復
活した「第二十六回全国中等学校蹴球選手権大会」（第二十七回から全国高等学校サッカー選手権大
会）に中国第二代表として出場、圧倒的なスコアで全国制覇を遂げた。（都立五中を５-０・小田原
中４-０・甲府中５-０・尼崎中７-１）この大会で、我々が最もマークしたのは「東京都立第五中学
校」だった。同校のメンバーには、奇しくも「岡野俊一郎」「高山哲郎」が居た。
　その後、彼等とは大学、社会人とそれぞれ進路は異なっていたが、何彼につけ、サッカーを通じ

ての交流は、今でも続いている。Ｃ大阪のＪ１復帰を願って止まない現在、彼等との「出合い」がなかったら、ヤンマー
サッカーの創部、「Ｄ・クラマー」との出合い、日本サッカーリーグへの積極的参加など、どのような展開になっていた
のか、私達は「縁」があっての「出合い」そして「絆」によって今日がある、とふと思う今日此の頃です。
（文中敬称略） ＯＢ会参与　古川　能章
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